
安全上のご注意 JA

サウンドバー SR-B20A
J

ヤマハ製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうござ
います。
■ 製品を正しく安全にお使いいただくために、ご使⽤前に本書をよ

くお読みください。
お読みになったあとは、保証書と共にいつでも⾒られるところに
⼤切に保管してください。

■ 保証書に「購⼊⽇、販売店名」が正しく記⼊されていることを必
ずご確認ください。

■「お問い合わせ窓⼝」、「保証とアフターサービス」は本冊⼦の最終
ページをご覧ください。

⥂鏾剅ⴽ幐➰



安全上のご注意
ご使⽤の前に、必ずよくお読みください。

必ずお守りください
ここに⽰した注意事項は、機器を安全に正しくご使⽤いただき、お客様やほか
の⽅々への危害や財産への損害を未然に防⽌するためのものです。必ずお守り
ください。 
お読みになったあとは、使⽤される⽅がいつでも⾒られる所に必ず保管してく
ださい。 

「警告」「注意」について
誤った取り扱いをすると⽣じることが想定される内容を、危害や損害の⼤きさ
と切迫の程度を区分して掲載しています。 

記号表⽰について
この機器や取扱説明書に表⽰されている記号には、次のような意味がありま
す。
????????3_????

????????

注意喚起を⽰す記号

禁⽌を⽰す記号

⾏為を指⽰する記号

• 点検や修理は、必ずお買い上げの販売店またはヤマハ修理ご相談セン
ターにご依頼ください。

• 不適切な使⽤や改造によりお客さまがけがをしたり機器が故障したりし
た場合の補償はいたしかねますので、ご了承ください。

• 本製品は⼀般家庭向けの製品です。⽣命や⾼額財産などを扱うような⾼
度な信頼性を要求される⽤途に使⽤しないでください。
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「死亡する可能性または重傷を 負う可能性が想定される」内容 です。

異常に気付いたら
??_????????_02

電源
??_??_01

??_??_03

??_??_04

??_??_07-1

??_??_07-2

??_??_08

??_??_09

??_??_11

設置
??_??_02

警告

下記のような異常が発⽣した場合、すぐに電源を切り、電源プラグ
をコンセントから抜く。
• 電源コード∕プラグが傷んだ場合
• 機器から異臭、異⾳や煙が出た場合
• 機器の内部に異物や⽔が⼊った場合
• 使⽤中に⾳が出なくなった場合
• 機器に⻲裂、破損がある場合
そのまま使⽤を続けると、感電や⽕災、または故障のおそれがあり
ます。⾄急、お買い上げの販売店またはヤマハ修理ご相談センター
に点検や修理をご依頼ください。

電源コードが破損するようなことをしない。
• ストーブなどの熱器具に近づけない
• 無理に曲げたり、加⼯しない
• 傷つけない
• 重いものをのせない
芯線がむき出しのまま使⽤すると、感電や⽕災の原因になります。

落雷のおそれがあるときは、電源プラグやコードに触らない。
感電の原因になります。

ꨵ彁バモؚ
る䫙えխխ

犜姺

犜姺

電源はこの機器に表⽰している電源電圧で使⽤する。
誤って接続すると、⽕災、感電、または故障の原因になります。

電源コードは、必ず付属のものを使⽤する。
⽕災、やけど、または故障の原因になります。

付属の電源コードをほかの機器に使⽤しない。
⽕災、やけど、または故障の原因になります。

電源プラグを定期的に確認し、ほこりが付着している場合はきれい
に拭き取る。
⽕災または感電の原因になります。

電源プラグは、⾒える位置で、⼿が届く範囲のコンセントに接続す
る。
万⼀の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。 電源を切った
状態でも電源プラグをコンセントから抜かないかぎり電源から完
全に遮断されません。

⻑期間使⽤しないときは、必ずコンセントから電源プラグを抜く。
⽕災や故障の原因になります。

取扱説明書で指⽰された⽅法で設置する。
落下や転倒して、けがや破損の原因になります。

䗳こ㹋遤

䗳こ㹋遤

犜姺

䗳こ㹋遤

䗳こ㹋遤

䗳こ㹋遤

䗳こ㹋遤
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分解禁⽌
??_????_01

⽔に注意
??_????_01

??_????_02

⽕に注意
??_????_01

取り扱い
??_????_01

電池
??_???_01

??_???_02

??_???_03

??_???_04

??_???_05

この機器を分解したり改造したりしない。
⽕災、感電、けが、または故障の原因になります。

• 浴室や⾬天時の屋外など湿気の多いところや⽔がかかるところで
使⽤しない。

• この機器の上に花瓶や薬品など液体の⼊ったものを置かない。
内部に⽔などの液体が⼊ると、⽕災や感電、または故障の原因にな
ります。

ぬれた⼿で電源プラグを抜き差ししない。また、ぬれた⼿でこの機
器を扱わない。
感電や故障の原因になります。

この機器の近くで、⽕気を使⽤しない。
⽕災の原因になります。

この機器を落としたり、強い衝撃を与えたりしない。
感電や⽕災、または故障のおそれがあります。

犜姺

犜姺

犜姺

犜姺

犜姺

• コイン∕ボタン電池を飲み込まない。
• 使⽤済みを含む、すべてのコイン∕ボタン電池を乳幼児の⼿の届

くところに置かない。
• 電池ケースが破損したリモコンを乳幼児の⼿の届くところに置か

ない。
本製品に付属するリモコンはコイン∕ボタン電池を内蔵していま
す。 コイン∕ボタン電池を飲み込んだ場合、2 時間以内に深刻な化
学やけどや体内組織の融解が発⽣し、死亡する可能性があります。
万⼀、コイン∕ボタン電池を飲み込んでしまった可能性がある場合
は、すぐに医師にご相談ください。 

電池を分解しない。
電池の中のものに触れたり⽬に⼊ったりすると、失明や化学やけど
などのおそれがあります。

• 電池を⽕の中に⼊れない。
• 電池を⽇光や⽕のような⾼温に晒さない。
破裂により、⽕災やけがの原因になります。

使い切りタイプの電池は充電しない。
充電すると破裂や液漏れの原因になり、失明や化学やけど、けがな
どのおそれがあります。

電池が液漏れした場合は、漏れた液に触れない。
失明や化学やけどなどのおそれがあります。万⼀液が⽬や⼝に⼊っ
たり⽪膚についたりした場合は、すぐに⽔で洗い流し、医師にご相
談ください。

犜姺

犜姺

犜姺

犜姺

犜姺
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ワイヤレス機器
??_???????_01

??_???????_02

「傷害を負う可能性が想定され る」内容です。

電源
??_??_01
??_??_02

??_??_03

??_??_04

設置
??_??_01

??_??_02

??_??_04

??_??_05

??_??_07

??_??_10-2

医療機器の近くなど電波の使⽤が制限された区域で使⽤しない。
この機器が発する電波により、医療⽤電気機器の動作に影響を与え
るおそれがあります。

⼼臓ペースメーカーや除細動器の装着部分から 15cm 以内で使⽤し
ない。
この機器が発する電波により、ペースメーカーや除細動器の動作に
影響を与えるおそれがあります。

注意

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセントを使⽤しな
い。
⽕災、感電、やけどの原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに、必ず電源プラグ
を持って引き抜く。
電源コードが破損して、感電や⽕災の原因になることがあります。

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し込む。
差し込みが不充分のまま使⽤すると感電したり、プラグにほこりが
堆積したりして⽕災ややけどの原因になります。

犜姺

犜姺

犜姺

䗳こ㹋遤

䗳こ㹋遤

不安定な場所や振動する場所に置かない。
この機器が落下や転倒して、けがや故障の原因になります。

この機器を設置する際は、放熱を妨げない。
• 布やテーブルクロスをかけない。
• じゅうたんやカーペットなどの上には設置しない。
• 通⾵孔 ( 放熱⽤スリット ) をふさがない。
• 指定以外の⽅法でこの機器を設置しない。
• ⾵通しの悪い狭いところへは押し込まない。
機器内部に熱がこもり、⽕災や故障、誤動作の原因になります。 本
機の周囲に上 10cm、左右 10cm、背⾯ 10cm 以上のスペースを確
保してください。

塩害や腐⾷性ガスが発⽣する場所、油煙や湯気の多い場所に設置し
ない。
故障の原因になります。

地震など災害が発⽣した場合はこの機器に近づかない。
この機器が転倒または落下して、けがの原因になります。

この機器を移動する前に、必ず電源スイッチを切り、接続ケーブル
をすべて外す。
ケーブルを傷めたり、お客様やほかの⽅々が転倒したりするおそれ
があります。

本機を壁に取り付ける場合は、必ずお買い上げの販売店または専⾨
の施⼯業者に依頼する。
この機器が落下して、けがや破損の原因になります。 ⼯事には、技
術と経験が必要です。

犜姺

犜姺

犜姺

犜姺

䗳こ㹋遤

䗳こ㹋遤
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聴覚障害
??_????_01

??_????_02

お⼿⼊れ
??_????_01

取り扱い
??_????_02

??_????_03

??_????_04

??_????_05

??_????_06

⼤きな⾳量で⻑時間この機器を使⽤しない。
聴覚障害の原因になります。異常を感じた場合は、医師にご相談く
ださい。

ほかの機器と接続する場合は、すべての電源を切った上で⾏う。
聴覚障害、感電または機器の損傷の原因になることがあります。

お⼿⼊れをする前に、必ずコンセントから電源プラグを抜く。
感電の原因になることがあります。

犜姺

䗳こ㹋遤

䗳こ㹋遤

この機器のすき間に⼿や指を⼊れない。
けがの原因になります。

この機器のすき間から⾦属や紙⽚などの異物を⼊れない。
⽕災、感電、または故障の原因になります。

⼩さな部品は、乳幼児の⼿の届くところに置かない。
お⼦様が誤って飲み込むおそれがあります。

以下のことをしない。
• この機器の上に乗る。
• この機器の上に重いものを載せる。
• この機器を重ねて置く。
• ボタンやスイッチ、⼊出⼒端⼦などに無理な⼒を加える。
• この機器にぶら下がる。
• この機器に寄りかかる。
けがをしたり、この機器が破損したりする原因になります。

接続されたケーブルを引っ張らない。
接続されたケーブルを引っ張ると、機器が転倒して破損したり、け
がをしたりする原因になります。

犜姺

犜姺

犜姺

犜姺

犜姺
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電池
??_???_01

??_???_05

??_???_06

??_???_07

??_???_08

注記（使⽤上の注意）
製品の故障、損傷や誤動作、データの損失を防ぐため、お守りいた だく内容で
す。

電源
• この製品を⻑時間使⽤しないときは必ず電源プラグをコンセントから抜いて

ください。[z]( スタンバイ∕オン ) で本機をオフ（スタンバイ）状態にして
も微電流が流れています。

設置
• 直射⽇光のあたる場所やストーブの近くなど極端に温度が⾼くなるところ、

逆に温度が極端に低いところ、また、ほこりや振動の多いところで使⽤しな
いでください。この機器のパネルが変形したり、内部の部品が故障したり、
動作が不安定になったりする原因になります。

• 無線機能を使⽤する場合は、⾦属製の壁や机、電⼦レンジ、他の無線ネット
ワーク機器の近くへの設置を避けてください。
遮蔽物があると通信可能距離が短くなる場合があります。

接続
• 外部機器を接続する場合は、各機器の取扱説明書をよく読み、説明に従って

接続してください。
説明に従って正しく取り扱わない場合、故障の原因となります。

• 業務⽤機器とは接続しないでください。
本機は⺠⽣⽤の機器と接続する⽬的で設計されています。業務⽤機器に接続
すると、故障の原因となります。

指定以外の電池を使⽤しない。
⽕災、やけど、または液漏れによる炎症の原因になります。

電池と⾦属⽚をいっしょにポケットやバッグなどに⼊れて携帯、保
管しない。
電池がショートし、破裂や液漏れにより、⽕災やけがの原因になり
ます。

電池はすべて +/ －の極性表⽰どおりに正しく⼊れる。
正しく⼊れていない場合、⽕災、やけど、または液漏れによる炎症
の原因になります。

⻑時間使⽤しない場合や電池を使い切った場合は、電池をリモコン
から抜いておく。
電池が消耗し、電池から液漏れが発⽣し、炎症やリモコンの損傷の
原因になります。

電池を保管する場合および廃棄する場合には、テ－プなどで端⼦部
を絶縁する。
他の電池や⾦属製のものと混ぜると、⽕災、やけど、または液漏れ
による炎症の原因になります。

犜姺

犜姺

䗳こ㹋遤

䗳こ㹋遤

䗳こ㹋遤
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取り扱い
• この機器上にビニール製品やプラスチック製品、ゴム製品などを置かないで

ください。この機器のパネルが変⾊∕変質する原因になります。
• 機器の周囲温度が極端に変化して ( 機器の移動時や急激な冷暖房下など )、機

器が結露しているおそれがある場合は、電源を⼊れずに数時間放置し、結露
がなくなってから使⽤してください。結露した状態で使⽤すると故障の原因
になることがあります。

無線機能の取り扱い
• この製品の使⽤周波数帯では、電⼦レンジなどの産業‧科学‧医療⽤機器の

ほか、⼯場の製造ライン等で使⽤されている移動体識別⽤の構内無線局（免
許を要する無線局）および特定⼩電⼒無線局（免許を要しない無線局）並び
にアマチュア無線局（免許を要する無線局）が運⽤されています。
‒ この機器を使⽤する前に、近くで移動体識別⽤の構内無線局及び特定⼩電

⼒無線局並びにアマチュア無線局が運⽤されていないことを確認してくだ
さい。

‒ 万⼀、この機器から移動体識別⽤の構内無線局に対して有害な電波⼲渉の
事例が発⽣した場合には、速やかに使⽤場所を変えるか、⼜は機器の運⽤
を停⽌（電波の発射を停⽌）してください。

お⼿⼊れ
• お⼿⼊れの際は、乾いた柔らかい布をご使⽤ください。ベンジンやシンナー

などの薬剤、洗剤、化学ぞうきんなどを使⽤すると、変⾊∕変質する原因に
なります。

スピーカー
• スピーカーユニットには触れないようにしてください。スピーカーユニット

が破損する原因になります。

廃棄について
• 使⽤済みの電池は、各⾃治体で決められたルールに従って廃棄してください。
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お知らせ
製品に搭載されている機能に関するお知
らせ
• この製品は、⽇本国内専⽤です。

無線機能に関するお知らせ
????_??_01
????_??_03_Bluetooth

（Bluetooth）

「2.4」：2.4 GHz 帯を使⽤する無線設備
「FH」：変調⽅式は周波数ホッピング（FH-SS ⽅式）
「2」：想定⼲渉距離が 20 m 以内
「XX」：変調⽅式はその他の⽅式
「5」：想定⼲渉距離が 50m 以内

：全帯域を使⽤し、かつ移動体識別装置の帯域を回避
可能

銘板に関するお知らせ
????_??_bottom

(bottom_ja_02)

⾼調波電流規格 JIS C 61000-3-2 適合品

2.4 FH 2/XX 5

機種名 ( 品番 )、製造番号 ( シリアルナンバー )、電源条件などの情報 は、
製品の底⾯にある銘板または銘板付近に表⽰されています。製品を紛失し
た場合などでもご⾃⾝のものを特定していただけるよう、機種名と製造番
号については以下の欄にご記⼊のうえ、⼤切に保管して いただくことをお
勧めします。

機種名

製造番号
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ナビرイヤル
(全国共通)

ナビرイヤル
(全国共通)

ヤマハA7製品の修理、サービスパーصに関する
お問い合わせ

■ ヤマハ修理ご相談センター

   --
⹨付：⽉֐⾦偿⽇ �֐�
   （㎻偿、⽇偿、烓⽇およびセンター指定の⚔⽇を除く）

㍾定電鎇は、全国䄫内通鎇乢⾦でご⮵⽤いただけます。
通鎇乢⾦は⾳㚜勅内で確認できます。

上記の番号でつながらない場合は、以下の番号におかけください。
5&-  () -
FAXでのお問い合わせ
⴮宾鷹、典⴮、関典、榻信飈、典宾地域にお⛨まいのお客様
() -
⴮ꣁ、近樳、中国、㍋国、▆䃸、婵穮地域にお⛨まいのお客様
() -

ヤマハA7製品の機能や取り扱いに関するお問い合わせ

■お客様コِュニケーションセンター
մオーデؔオ‧ビジュアル機器ご相談窓⼝

  --
⹨付：⽉֐⾦偿⽇ �֐�
   （㎻偿、⽇偿、烓⽇およびセンター指定の⚔⽇を除く）

㍾定電鎇は、全国䄫内通鎇乢⾦でご⮵⽤いただけます。
通鎇乢⾦は⾳㚜勅内で確認できます。

上記の番号でつながらない場合は、以下の番号におかけください。
5&-  () -

httQT�//jQ.Zamaha.com/TuQQoSt/

お問い合わせ窓⼝

修理品お持ה込み窓⼝
⹨付：⽉֐⾦偿⽇ �֐�
        （㎻偿、⽇偿、烓⽇およびセンター指定の⚔⽇を除く）
          �お電鎇は、ヤマハ修理ご相談センターでお⹨けします。

典⽇本サービスセンター
ֆ- 典◹齉⼤榹区䇖⽰㼖┊⽬-
◹宕トラックターِナル内号参A-F
FAX () -

里⽇本サービスセンター
ֆ- ⼤ꡉ䄫宪速区ꦘ波中┊⽬-
ナンバ鱫本ビルF
FAX () -

�名燡、⛨所、電鎇番号、63-などは変催になる場合があります。

ӳ 保証期間
製品に岣付されている保証書をご覧ください。

ӳ 保証期間中の修理
保証書の記載内容に㓹づいて修理させていただきます。鎋しくは
保証書をご覧ください。

ӳ 保証期間が鷨ぎているとき
修理によって製品の機能が禴持できる場合にはご要僶により有乢
にて修理いたします。

保証とアフターサービス
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買い上げ店、またはヤマハ
修理ご相談センターにご鵽礘ください。

A7D

姧年ご使⽤の製品の点検を

䚁情点検

こんな症状はありませんか

すぐに使⽤を中⽌してください。

ӳ 電源コード‧プラグが異常に熱い。
ӳ コأくさい臭いがする。
ӳ 電源コードに深いث؞か変形がある。
ӳ 製品に触れるとピリピリと電気を感じる。
ӳ 電源を⼊れても正常に作動しない。
ӳ その他の異常‧故障がある。

事 故 防 ⽌ の た め 電 源 プ ラ グ を コ ン セ ン ト か ら 抜 き 、
必ず販売店に点検をご依頼ください。
なお、点検‧修理に要する鞝⽤は販売店にご相談ください。

ֆ-մ宕冋䄫中区中媇槄-˥ このページは、安全にご使⽤いただくためにA7製品全般について記載しております。

ӳ 補修⽤性能部品の最低保有期間
補修⽤性能部品の最低保有期間は、製造䣒ה切り䏲年です。
ただし、故障の状媲やその他の事情により、修理に♏えて製品◫
䬵をする場合があります。
˥ 補修⽤性能部品とは、その製品の機能を禴持するために必要な
部品です。

ӳ 修理のご依頼
本書をもう⼀度お読みいただき、接続や設定などをご確認のう
え、お買い上げ店またはヤマハ修理ご相談センターまでご鵽礘く
ださい。修理をご依頼いただくときは、製品名、モデル名などと
あわせて、製品の状態をできるだけ鎋しくお知らせください。
˥ 品番、製造番号は製品の背⾯もしくは底⾯に表⽰してあります。
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